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Ⅰ 研究課題の設定

１．社会的動向と背景

文部科学省 によると、令和３年度の中学生の

不登校生徒数は 人であった。これは、 人に

１人という高い割合で存在する上、９年連続で増加に

転じ、過去最多となっている１）。中学生は心身ともに

大きな変化があり、心理的に不安定になりやすい時期

である。加えて、学習の困難さ、対人関係の悩み、高

校受験など進路に関するストレスも多くある。それら

が複雑に絡み合い、深刻化し、不登校やひきこもりに

つながることが、社会的な問題となっている。

そんな中注目されているのが「ウェルビーイング」

という概念である。ウェルビーイングとは、「幸福であ

ること」、「身体的、精神的、社会的に良好な状態であ

ること」を意味し、 年に設立した世界保健機関 Ｗ

ＨＯ において、健康に関する定義に登場した概念であ

り、現在も定訳はない２）。ウェルビーイングは、以前

は医療や看護、社会福祉の現場によく用いられる言葉

だったが、最近では政治やビジネス現場など幅広い分

野で使われるようになり、教育現場においても、中央

教育審議会答申 で、ウェルビーイング

）という言葉が初めて用いられた３）。同じくして、

教育再生実行会議 において、「課題を解決するた

めには、一人一人の多様な幸せであるとともに社会全

体の幸せでもあるウェルビーイングの理念の実現を目

指すことが重要である」４）と述べられた。私たちがこ

れからの「予測困難な時代」を生き抜くためには、社

会全体のウェルビーイングの実現を見通していくこと

が重要であり、幸せの形は人それぞれ違い、多様であ

るからこそ、「自分なりのウェルビーイングの実現」を

目指すことが喫緊の課題であると考える。

２．現任校について

現任校の特徴

現任校の生徒は、全校 名の各学年３学級（特別

支援３学級）の小規模校である。全校行事では、縦割

りブロックによる学年を超えた関わりがあり、仲間意

識が高い。しかし、新型コロナウイルス感染症により

行事を中止や縮小したことで、生徒間で関わる機会が

減り、新たな関係づくりに抵抗感をもつ生徒が増えた

ように思われる。

現任校の不登校生徒の実態

現任校における令和元～４年度の不登校生徒の実

態を表１に示した。不登校生徒を文部科学省の不登校

の定義である欠席 日以上とする。

表１ 令和元～４年度の不登校生徒数

※（ ）は新規不登校生徒数（ 時点）

現任校の不登校の実態として、中学１年時の夏休み

明けから欠席が目立ち、２年時に不登校生徒数が急激

に増加し、進路が関わってくる３年時には、不登校生

徒は減少する傾向があった。しかし、新型コロナウイ

ルス感染症の影響を多く受けている令和２年度入学の

生徒以降、一度欠席が長く続くと回復することが困難

になってきている。また、文部科学省 において

も、学校における不登校への取り組みとして、「未然防

止」や「早期発見・早期対応」を指摘している５）。こ

のことからも、新規不登校生徒を出さないことが重要

であると考え、本研究は中学１年生を対象に実践をす

すめていく。

次に、現任校における不登校傾向生徒数を表２に示

す。不登校傾向生徒は、病気以外で学校に行っていな

い状態が一定期間ある生徒（ 日以上 日未満の欠

席）、適応教室等登校の生徒、夕方登校の生徒、別室登

校の生徒、部分登校の生徒など、さまざまである。１

年時の不登校傾向生徒は、令和２・３年度において、

５名であったが、令和４年度 月時点において、一人

もいない状態である。

表２ 令和２～４年度の不登校傾向生徒数

（ 時点）

不登校傾向生徒の状況はそれぞれ異なり、重複した

り、途中で変化したりする特徴がある。水野

は、不登校には様々なカタチがあり、それぞれの背景

と、解決法があるとしている６）。「不登校の解決に特効

薬はない」というように、生徒一人一人に寄り添い、

生徒のニーズに合った支援が必要であると考える。

また、光武 によると、不登校は、「「本態の問

題」と「引き金の問題（ストレス）」、「引き金の状況で

発生するストレスに対して立ち向かう力（不登校の誘

１年 ２年 ３年

令和元年度 ３（２） ５（３） ０

令和２年度 ４（１） ２（１） ４（１）

令和３年度 ６（６） ７（３） １

令和４年度 ２（１） ９（４） ８（４）

１年 ２年 ３年

令和２年度 ５ ４ ６

令和３年度 ５ ３ ４

令和４年度 ０ ６ ４
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的な支援を行っていく。三次的支援は、不登校生徒に

対する支援で、「社会的自立への支援」を目指し、主に

生徒や保護者と関わりながら、信頼関係を構築し、専

門家や関係機関と連携した支援を行っていく。この３

層の支援が生徒を支える土台となると考える。

２．研究の全体構想図

１年生全生徒が、ウェルビーイングを実現するため

には、「一次的支援」が核となる。一次的支援において、

ウェルビーイングの実現のために必要な健康力を高め

る実践の全体構想を具体的に図３に示した。

身体的・精神的・社会的ウェルビーイングの実現の

ための実践を、それぞれ「からだへのアプローチ」、「こ

ころへのアプローチ」、「かかわり合いへのアプローチ」

とした。それぞれのアプローチによって、生徒が身体

的健康、精神的健康、社会的健康をセルフマネジメン

ト（自己管理）できる力を身につけることで、「自分な

りのウェルビーイングの実現」を図っていく。手立て

としては、あくまで養護教諭が関わることのできる範

囲で実現可能な手立てとし、それぞれのアプローチが

関連し合っているため、重なるように構想図に示して

いる。

図３ 研究の全体構想

また、二次的・三次的支援の対象生徒においては、

生徒のニーズに合わせた健康力を高める実践を行い、

自分なりのウェルビーイングの実現を目指していく。

３．ウェルビーイングを実現するための実践

精神的ウェルビーイングを高めるための実践

文部科学省 は、「ストレスマネジメント」教育

をすることが、ストレスについての正しい知識や対処

方法を身につけ、セルフ・ケアができる力を育てるこ

とであり、困難な状況を乗り越える「生きる力」を育

てる学校教育本来の目標と一致する活動といえる」 ）

としている。また、中学校学習指導要領 による

と、保健体育科・保健分野の目標は、個人生活におけ

る健康・安全について理解し、基本的な技能を身に付

け、生涯を通じて心身の健康の保持増進を目指し、明

るく豊かな生活を営む態度を養うこととしている ）。

ストレスマネジメント教育を行うことは、ストレス

に適切に対処できる力や、生涯を通じて自分の心身の

健康を自己管理する力を身につけることができ、精神

的ウェルビーイングを高めるために必要不可欠である

と考える。

身体的ウェルビーイングを高めるための実践

情報化社会が進展する中、スマホやパソコン、タブ

レット端末などのメディア機器は生徒の生活において

も急速に普及している。現任校の１年生では、自分用

のスマホ（タブレットを含む）を持っている生徒は

だった。メディア機器を使用する時間が長くなると、

佐藤 は、屋外での身体活動時間や睡眠時間が短

縮し、心身の異常として睡眠障害やイライラといった

精神障害、腰痛や肩こりといった身体障害、認知機能

や集中力の低下など、様々な症状が起こり得る ）と述

べている。また、学校生活や保健室での様子から、Ｓ

ＮＳの人間関係トラブルや睡眠不足による心身の不調

など、スマホの使い過ぎにより、生徒の心や体、学習、

人間関係など多方面から影響を受けている実態がある。

生徒にとって身近な物であるからこそ、その特徴や問

題点を理解し、上手に付き合っていくことが重要であ

ると考える。

今後ますますデジタル化していく社会において、メ

ディア機器との付き合い方を自分なりに考えることは、

生涯を通じて、自分の健康を守る力となり、身体的ウ

ェルビーイングの実現につながると考える。

社会的ウェルビーイングを高めるための実践

養護教諭にとって、保健委員会は「直接的・計画的・

継続的に指導できる集団であり、子どもたちの『保健

の自治能力』を育てる機会となる」場である ）。松原

は、同世代の仲間（ピア）からのサポート（支

援）を受けながら学ぶ教育方法である「ピア・エデュ

ケーション」により、子どもたちの変容に影響を及ぼ

したという報告は数多くあると述べている ）。親や教

師からではなく、自分と同じ立場である身近な存在の

仲間からのサポートは行動変容に結びつきやすいので

はないかと考える。そして、学校全体で協力しながら、

楽しく健康に関する知識やスキルを身につけ、個人だ

けでなく、集団の健康の増進を図っていくことはヘル

スプロモーションの視点からも意義がある。

コロナ禍により希薄になったコミュニケーションの

機会として、同級生だけでなく、他学年と関わり合う

ことのできる委員会活動は、社会的ウェルビーイング

の実現に通じる機会であると考える。

Ⅳ 研究（実践）の実際

研究の実践期間を、令和４年４月から令和５年１月

とし、研究対象者を中学１年生（ 名）とする。

１．一次的支援

こころへのアプローチ

因、抗ストレス）」が関係している」７）と述べている。

光武 の示した図を一部改変したものを図１に示

す。図にあるように、食生活や睡眠の乱れ、疲れ、ゲ

ーム、ＳＮＳ依存などの生活習慣が＜誘因＞となった

り、学業や人間関係などのストレスに対して、自己を

コントロールすることができないことが＜引き金＞と

なったりして、不登校になるリスクが高くなることが

わかる。すなわち、生活習慣の改善やストレス対処に

ついて理解を深める健康教育を行うことが必要だと考

える。

図１ 不登校要因と健康教育 ※光武 を参考に筆者作成

さらに、現任校の不登校生徒、不登校傾向生徒の特

徴として、「学習面や自分自身のこと、人間関係などの

ストレスや悩みに対して上手く対処できずにいたり、

スマートフォンやゲームなどの使用により、生活習慣

が乱れていたりなど、心も体も人との関わりにおいて

も良好な状態でない」様子が見られる。こうしたこと

からも、単に不登校生徒の減少を目指すのではなく、

その前提として、生徒が心も体も人との関わりにおい

ても良好な状態でいられる力を育てることが求められ

ている。

Ⅱ 研究の目的

そこで、本研究では、養護教諭による身体的、精神

的、社会的アプローチを通した健康力を高める実践を

行うことで、自分なりのウェルビーイングを実現でき

る生徒を育成することを目的とした。本研究において

は、ウェルビーイングを「身体的健康、精神的健康、

社会的健康が良好な状態であること」とし、健康力を

「自分の健康をセルフマネジメント（自己管理）でき

る力」すなわち、「生徒が健康に生きる力」と捉えるこ

ととする。

Ⅲ 研究の構想

１．ウェルビーイングの実現への土台づくり

保健室には、様々な心身の不調を訴えて来室する生

徒がいる。その中で、体調不良を訴え来室した生徒に

対して、問診をしていると、「友達とうまくいっていな

くて教室にいるとしんどい」「部活動で結果が残せるか

心配」などと自然に不安や悩みを話し始めることがあ

る。体の不調から心の問題を捉え、問題に対して生徒

と共に考え、解決に導いていく健康相談は養護教諭の

強みである。その強みを活かした関わりは、個別での

ウェルビーイングを高めるチャンスの場であり、不登

校の予防にもつながると考える。島﨑ら が、「不

適応を起こす大半の生徒はいきなり不登校になるので

はなく、休み始める前に６割の生徒が頭痛など体の不

調を訴えるＳＯＳを発信している」８ と述べているよ

うに、養護教諭は、生徒の心の健康問題や生活習慣の

問題等にいち早く気づくことができる存在であるため、

生徒のＳＯＳを見逃すことなく支援につなげていくこ

とができると考える。しかし、 年以降、新型コロ

ナウイルス感染症の影響により、体調不良者が出た場

合、すぐに早退せざるを得ないため、保健室での関わ

りから生徒のＳＯＳを捉える機会が減少した。保健室

で行う健康相談の効果を十分に発揮できないという課

題を踏まえ、養護教諭が今までのように、保健室で生

徒が来るのを待つのではなく、直接生徒と関わり合う

機会をもつ必要性があると考える。生徒が困った時、

心が疲れた時に、保健室という場所だけでなく、養護

教諭自身が、ほっと羽を下ろすことのできる存在（居

場所）になることが重要な課題であると考える。そし

て、生徒が日頃から相談しやすい環境を整え、安心し

て通える学校であることが、ウェルビーイングの実現

への土台となると考える。

そこで、養護教諭の生徒のニーズに合わせた支援を

図２に示す。この図は、学校における心理的支援とし

て、石隈 によって指摘されている「３段階の心

理教育的援助サービス」の考えに基づいて筆者が作成

した９）。生徒のニーズによって支援を３層に分類する

ことで、支援対象が定まり、どのように支援していく

かを明確にした。本研究において、一次的支援は、全

ての生徒に対する支援で、不登校の「未然防止」、「早

期発見」につながることを目指す。主に、養護教諭の

行う健康教育や生徒保健委員会の活動、計画的に行う

健康相談（ほっとタイム）により実施する。養護教諭

が生徒と直接関わる機会を増やすことで、養護教諭が

生徒にとって身近となり、困った時に気軽に相談でき

る存在になると考える。二次的支援は、配慮を要する

生徒や不登校傾向生徒に対する支援で、「早期支援」を

目指し、生徒一人一人のニーズに合った組織的・計画

図２ 養護教諭の生徒のニーズに合わせた支援
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的な支援を行っていく。三次的支援は、不登校生徒に

対する支援で、「社会的自立への支援」を目指し、主に

生徒や保護者と関わりながら、信頼関係を構築し、専

門家や関係機関と連携した支援を行っていく。この３

層の支援が生徒を支える土台となると考える。

２．研究の全体構想図

１年生全生徒が、ウェルビーイングを実現するため

には、「一次的支援」が核となる。一次的支援において、

ウェルビーイングの実現のために必要な健康力を高め

る実践の全体構想を具体的に図３に示した。

身体的・精神的・社会的ウェルビーイングの実現の

ための実践を、それぞれ「からだへのアプローチ」、「こ

ころへのアプローチ」、「かかわり合いへのアプローチ」

とした。それぞれのアプローチによって、生徒が身体

的健康、精神的健康、社会的健康をセルフマネジメン

ト（自己管理）できる力を身につけることで、「自分な

りのウェルビーイングの実現」を図っていく。手立て

としては、あくまで養護教諭が関わることのできる範

囲で実現可能な手立てとし、それぞれのアプローチが

関連し合っているため、重なるように構想図に示して

いる。

図３ 研究の全体構想

また、二次的・三次的支援の対象生徒においては、

生徒のニーズに合わせた健康力を高める実践を行い、

自分なりのウェルビーイングの実現を目指していく。

３．ウェルビーイングを実現するための実践

精神的ウェルビーイングを高めるための実践

文部科学省 は、「ストレスマネジメント」教育

をすることが、ストレスについての正しい知識や対処

方法を身につけ、セルフ・ケアができる力を育てるこ

とであり、困難な状況を乗り越える「生きる力」を育

てる学校教育本来の目標と一致する活動といえる」 ）

としている。また、中学校学習指導要領 による

と、保健体育科・保健分野の目標は、個人生活におけ

る健康・安全について理解し、基本的な技能を身に付

け、生涯を通じて心身の健康の保持増進を目指し、明

るく豊かな生活を営む態度を養うこととしている ）。

ストレスマネジメント教育を行うことは、ストレス

に適切に対処できる力や、生涯を通じて自分の心身の

健康を自己管理する力を身につけることができ、精神

的ウェルビーイングを高めるために必要不可欠である

と考える。

身体的ウェルビーイングを高めるための実践

情報化社会が進展する中、スマホやパソコン、タブ

レット端末などのメディア機器は生徒の生活において

も急速に普及している。現任校の１年生では、自分用

のスマホ（タブレットを含む）を持っている生徒は

だった。メディア機器を使用する時間が長くなると、

佐藤 は、屋外での身体活動時間や睡眠時間が短

縮し、心身の異常として睡眠障害やイライラといった

精神障害、腰痛や肩こりといった身体障害、認知機能

や集中力の低下など、様々な症状が起こり得る ）と述

べている。また、学校生活や保健室での様子から、Ｓ

ＮＳの人間関係トラブルや睡眠不足による心身の不調

など、スマホの使い過ぎにより、生徒の心や体、学習、

人間関係など多方面から影響を受けている実態がある。

生徒にとって身近な物であるからこそ、その特徴や問

題点を理解し、上手に付き合っていくことが重要であ

ると考える。

今後ますますデジタル化していく社会において、メ

ディア機器との付き合い方を自分なりに考えることは、

生涯を通じて、自分の健康を守る力となり、身体的ウ

ェルビーイングの実現につながると考える。

社会的ウェルビーイングを高めるための実践

養護教諭にとって、保健委員会は「直接的・計画的・

継続的に指導できる集団であり、子どもたちの『保健

の自治能力』を育てる機会となる」場である ）。松原

は、同世代の仲間（ピア）からのサポート（支

援）を受けながら学ぶ教育方法である「ピア・エデュ

ケーション」により、子どもたちの変容に影響を及ぼ

したという報告は数多くあると述べている ）。親や教

師からではなく、自分と同じ立場である身近な存在の

仲間からのサポートは行動変容に結びつきやすいので

はないかと考える。そして、学校全体で協力しながら、

楽しく健康に関する知識やスキルを身につけ、個人だ

けでなく、集団の健康の増進を図っていくことはヘル

スプロモーションの視点からも意義がある。

コロナ禍により希薄になったコミュニケーションの

機会として、同級生だけでなく、他学年と関わり合う

ことのできる委員会活動は、社会的ウェルビーイング

の実現に通じる機会であると考える。

Ⅳ 研究（実践）の実際

研究の実践期間を、令和４年４月から令和５年１月

とし、研究対象者を中学１年生（ 名）とする。

１．一次的支援

こころへのアプローチ

因、抗ストレス）」が関係している」７）と述べている。

光武 の示した図を一部改変したものを図１に示

す。図にあるように、食生活や睡眠の乱れ、疲れ、ゲ

ーム、ＳＮＳ依存などの生活習慣が＜誘因＞となった

り、学業や人間関係などのストレスに対して、自己を

コントロールすることができないことが＜引き金＞と

なったりして、不登校になるリスクが高くなることが

わかる。すなわち、生活習慣の改善やストレス対処に

ついて理解を深める健康教育を行うことが必要だと考

える。

図１ 不登校要因と健康教育 ※光武 を参考に筆者作成

さらに、現任校の不登校生徒、不登校傾向生徒の特

徴として、「学習面や自分自身のこと、人間関係などの

ストレスや悩みに対して上手く対処できずにいたり、

スマートフォンやゲームなどの使用により、生活習慣

が乱れていたりなど、心も体も人との関わりにおいて

も良好な状態でない」様子が見られる。こうしたこと

からも、単に不登校生徒の減少を目指すのではなく、

その前提として、生徒が心も体も人との関わりにおい

ても良好な状態でいられる力を育てることが求められ

ている。

Ⅱ 研究の目的

そこで、本研究では、養護教諭による身体的、精神

的、社会的アプローチを通した健康力を高める実践を

行うことで、自分なりのウェルビーイングを実現でき

る生徒を育成することを目的とした。本研究において

は、ウェルビーイングを「身体的健康、精神的健康、

社会的健康が良好な状態であること」とし、健康力を

「自分の健康をセルフマネジメント（自己管理）でき

る力」すなわち、「生徒が健康に生きる力」と捉えるこ

ととする。

Ⅲ 研究の構想

１．ウェルビーイングの実現への土台づくり

保健室には、様々な心身の不調を訴えて来室する生

徒がいる。その中で、体調不良を訴え来室した生徒に

対して、問診をしていると、「友達とうまくいっていな

くて教室にいるとしんどい」「部活動で結果が残せるか

心配」などと自然に不安や悩みを話し始めることがあ

る。体の不調から心の問題を捉え、問題に対して生徒

と共に考え、解決に導いていく健康相談は養護教諭の

強みである。その強みを活かした関わりは、個別での

ウェルビーイングを高めるチャンスの場であり、不登

校の予防にもつながると考える。島﨑ら が、「不

適応を起こす大半の生徒はいきなり不登校になるので

はなく、休み始める前に６割の生徒が頭痛など体の不

調を訴えるＳＯＳを発信している」８ と述べているよ

うに、養護教諭は、生徒の心の健康問題や生活習慣の

問題等にいち早く気づくことができる存在であるため、

生徒のＳＯＳを見逃すことなく支援につなげていくこ

とができると考える。しかし、 年以降、新型コロ

ナウイルス感染症の影響により、体調不良者が出た場

合、すぐに早退せざるを得ないため、保健室での関わ

りから生徒のＳＯＳを捉える機会が減少した。保健室

で行う健康相談の効果を十分に発揮できないという課

題を踏まえ、養護教諭が今までのように、保健室で生

徒が来るのを待つのではなく、直接生徒と関わり合う

機会をもつ必要性があると考える。生徒が困った時、

心が疲れた時に、保健室という場所だけでなく、養護

教諭自身が、ほっと羽を下ろすことのできる存在（居

場所）になることが重要な課題であると考える。そし

て、生徒が日頃から相談しやすい環境を整え、安心し

て通える学校であることが、ウェルビーイングの実現

への土台となると考える。

そこで、養護教諭の生徒のニーズに合わせた支援を

図２に示す。この図は、学校における心理的支援とし

て、石隈 によって指摘されている「３段階の心

理教育的援助サービス」の考えに基づいて筆者が作成

した９）。生徒のニーズによって支援を３層に分類する

ことで、支援対象が定まり、どのように支援していく

かを明確にした。本研究において、一次的支援は、全

ての生徒に対する支援で、不登校の「未然防止」、「早

期発見」につながることを目指す。主に、養護教諭の

行う健康教育や生徒保健委員会の活動、計画的に行う

健康相談（ほっとタイム）により実施する。養護教諭

が生徒と直接関わる機会を増やすことで、養護教諭が

生徒にとって身近となり、困った時に気軽に相談でき

る存在になると考える。二次的支援は、配慮を要する

生徒や不登校傾向生徒に対する支援で、「早期支援」を

目指し、生徒一人一人のニーズに合った組織的・計画

図２ 養護教諭の生徒のニーズに合わせた支援
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前期保健委員会の取り組みとして、食事 ６月 、熱

中症・コロナ予防 ７月 、睡眠 ９月 の基本的な生活

習慣の見直しと改善を図るため、「生活習慣チェンジプ

ロジェクト」を実施した。取り組みについて表４、図

４に示す。

図４ 健康検定の一部（生徒タブレットで作成）

② 校区学校保健委員会「元気な心・体でいるために～

メディアと上手に付き合おう～」

７月に、校区学校保健委員会において、メディア機

器の使い過ぎによる心身への影響について、名古屋学

芸大学教授 森英子先生にご講演いただいた。参加生徒

は保健委員の一部だったため、代表生徒が会の内容を

ビデオ放送で全校生徒に向けて報告した。また、

で講演内容を期間限定で配信し、参加できな

かった生徒や保護者にも見られるようにした。ここま

での取り組みは、生徒にとっては、受け身の学習活動

となっていたため、生徒自身が自分事としてメディア

との付き合い方を考える必要性があると考えた。

③ 学級活動「考えよう！スマホとのベストディスタンス」

９月から 月にかけて、学級活動において、学級担

任と協力して、スマホとの付き合い方について考える

授業を実施した 図５ 。スマホとの距離をとることの

大切さに気づき、スマホとの付き合い方を自分なりに

考えることをねらいとした。まず、スマホの特徴や問

題点に気づくことで、「スマホを上手に使うにはどうす

ればよいか」という学習課題を把握した。そして、「脳

過労チェック」を行ったり、科学的根拠に基づいた「脳

過労」についての資料を養護教諭が提示したりするこ

とで、自分事として、スマホとの付き合い方を考える

必要性に気づくことができるようにした。その後、ク

ラゲチャートを活用し、「スマホを使いすぎないように

するための方法」について意見を出し合い、思考を見

える化することで、スマホとの距離をとることの大切

さに気づくことができると考えた。

図５ 養護教諭と担任による学級活動の授業風景

④ 生徒保健委員会「 ’ メディアコントロール」

後期生徒保健委員会の取り組みとして、生徒が実生

活の中でのメディア機器との上手な付き合い方につい

て、自分なりの目標を立て、意思決定・行動選択でき

るように、「 ’ メディアコントロール」を実施した。

取り組みの流れを表５に示す。

表５ ’ メディアコントロールの流れ

かかわり合いへのアプローチ

生徒保健委員会活動を通して、生徒同士が関わり合

いながら、楽しく、自分自身や集団の健康意識を高め

ていくことを目指した。例えば、メディアコントロー

ルチェックでは、自分なりの目標を事前に立てる際に、

目標のメディア使用時間が多過ぎないか、方法に無理

がないかなど、保健委員が個人的に声を掛け、一緒に

考えた 図６ 。また、インタビュー動画などの作成に

あたり、保健委員でない生徒も協力してもらうことで、

全校に健康情報を発信した。

図６ メディアコントロールチェックカード（生徒作成）

こころとからだへのアプローチ

① ハッピーメッセージ

校舎に入ってすぐの広場に、励ましや応援メッセー

ジなどを書いたホワイトボードを設置した（図７）。ハ

ッピーメッセージのねらいは、登校した生徒が少しで

も「幸せ（ハッピー）」で前向きな気持ちになれるよう

にすることと、普段あまり関われない生徒へも養護教

諭を身近な存在に感じてもらえるようにすることであ

る。学校行事や生徒の実態に合わせてメッセージを考

え、内容を毎週変更した。「あの言葉よかったな」「今

回の穴埋め難しかったよ」などと生徒と話す機会が増

えたり、学級担任が朝の会で話題にしてくれたりなど、

間接的な保健指導にもつながった。

学級活動の「スマホとのベストディスタンス」の流れから、メデ

ィアコントロールをするために２点取り組んだ。

①①メメデディィアアココンントトロローールルチチェェッックク週週間間（（自自分分のの生生活活をを見見直直しし、、改改善善

すするる））

生徒一人一人が自分なりのメディアコントロール目標（メディア

使用時間）や目標を達成するための方法などを考え、テスト前や冬

休み明けの３日間に、カードにチェックをした。

②②「「目目指指せせ！！メメデディィアアココンントトロローールルのの達達人人」」

メディアコントロールができるように、「デジタルデトックス」の

効果や方法についての動画や、東中生のメディア以外の過ごし方の

インタビュー動画をお昼の放送で流した。

① 腹式呼吸指導「全集中！腹式呼吸を極めるべし！」

現任校では、入学してすぐに、中学校生活について

学ぶオリエンテーションを実施している。そこで、困

った時や苦しい時の居場所の一つとして保健室もある

ことを伝えるとともに、不安や緊張を和らげるための

腹式呼吸の仕方を指導する機会を設けた。深く呼吸を

することの大切さを知るために、呼吸に関わる３択ク

イズを行うなど楽しく学べるように工夫した。その後、

実際に腹式呼吸の体験をすると、お腹に手を当てて集

中して取り組む姿が見られた。体験後、「ゆっくり呼吸

することで落ち着いた」と感じた生徒もいれば、「意識

しすぎて疲れた、難しかった」と感じた生徒もいたた

め、継続することで効果を感じたり、意識せずに自然

とできるようになったりすることを伝えた。オリエン

テーション後、校内ですれ違うと「腹式呼吸を続けて

いるよ」と生徒から話しかけてくれたり、その後に行

うストレス対処の授業では、「気持ちを落ち着かせる時

には腹式呼吸をする」という意見が出たり、「部活の試

合の前などで緊張するときには腹式呼吸を心掛けてい

る」とほっとタイムの時に教えてくれたりした。短い

時間だが、養護教諭が生徒と直接関わる機会を設け、

実際に体験したことで、生徒の記憶に残るものとなっ

た。その後は、ハッピーメッセージや保健だよりなど

を活用し、腹式呼吸は心の健康を保つために必要なス

キルだという事を繰り返し啓発した。

② 保健体育科（保健分野）「心身の発達と心の健康」

６月から７月にかけて、保健体育科（保健分野）に

おける「心身の発達と心の健康」全４時間の単元を養

護教諭が行った。授業の内容を表３に示す。

表３ 第１学年 保健体育科（保健分野）授業
単単元元名名 心心身身のの発発達達とと心心のの健健康康－－欲欲求求ややスストトレレススのの対対処処とと心心のの健健康康－－

授業を通して、「ストレスや困難などの課題に対し

て、自分でうまく対処できる力を身につけること」で、

精神的なウェルビーイングの実現を目指した。第１時

には、心のはたらきについて知り、「心をより成長させ

ていくためにはどうしたらよいか」を考え、第２時、

３時には、欲求やストレスについて、実体験から振り

返り、「欲求やストレスと上手に付き合うためにはどう

したらよいか」を考えた。第４時には、自分なりのス

トレス対処についてレポートにまとめ、紹介し合った。

完成したレポートは、一人一人の「自分なりのストレ

ス対処法」を共有できるように、教室内に掲示した。

また、授業の内容と生徒の振り返りの一部を１年生の

教室の廊下に掲示することで、前時までの授業を振り

返ることができるようにした。

③ 実態把握とアセスメント「学校楽しぃーと」

生徒の学校適応感やいじめについての実態を把握

するために、鹿児島県総合教育センターが作成した「学

校楽しぃーと」の質問紙を活用した。「学校楽しぃーと」

からは、「友達との関係」「教師との関係」「学習意欲」

「自己肯定感」「心身の状態」「学級集団における適応

感」の６つの観点から生徒の学校適応感を捉えること

ができる ）。身体的、精神的、社会的側面から生徒の

実態を総合的に捉えることができること、生徒自身が

どのように変化したか視覚的に見つめることができる

ことを利点と捉え、研究に取り入れることにした。ま

た、アンケート結果から見えてくる生徒の学校適応感

をアセスメントすることで、より生徒のニーズに合っ

た支援を行うことができると考えた。実施回数は２回

で、学校生活に慣れてきた頃の６月上旬と、ほっとタ

イム後の 月上旬に実施した。

④ 計画的に行う健康相談「ほっとタイム」

生徒の心身の健康課題に寄り添い、支援するため、

計画的に健康相談「ほっとタイム」を行った。夏休み

明けの９月から 月にかけて、朝の読書の時間（ 分

間）と帰りのドリルの時間（ 分間）を活用し、一人

につき約５分間、１年生全生徒に実施した。実施にあ

たっては、生徒自身が困っていること、相談したいこ

と、１学期の保健の授業の振り返りについて、「学校楽

しぃーと」から把握した結果をもとに話を聴いた。ほ

っとタイムでは、自分から悩みや不安について話をす

る生徒もいれば、「学校楽しぃーと」の結果を糸口に自

分の事を話してくれる生徒もいた。どの生徒も、でき

ていないことだけでなく、良いところに焦点を当てる

ことで、前向きにほっとタイムを終えられるようにし

た。その後、ほっとタイムでの健康相談は 名の生徒

が継続してつながっている。

からだへのアプローチ

① 生徒保健委員会「生活習慣チェンジプロジェクト」

表４ 生活習慣チェンジプロジェクトの流れ

学習課題（時間）

「「心心ににははどどののよよううななははたたららききががああるるののだだろろううかか」」（（１１時時間間））

・心のはたらきには、知能機能、情意機能、社会性などが含まれている

こと、大脳のはたらきが関わっていることを知った生徒は、心がこれ

までの生活経験や学習などを通して成長してきたことに気づく。

「「欲欲求求ややスストトレレススににははどどののよよううななももののががああるるののだだろろううかか」」（（２２時時間間））

・実体験に基づくストレスの感じ方やその対処法を話し合うことで、

ストレスの捉え方は人それぞれ違うことを学んだ生徒は、自分なり

のストレス対処方法をもつことが大切だということに気づく。

「「スストトレレスス対対処処ににつついいてて紹紹介介ししよようう」」（（１１時時間間））

・様々なストレス対処法について科学的根拠を踏まえて知った生徒は、

ストレス場面や内容に応じてストレス対処を試してみたいと考える。

・単元の追究を振り返り、心が健康であり続けるために、自分なりのス

トレス対処を実践していきたいと考える。 ①①アアンンケケーートト（（実実態態把把握握））

を活用して、アンケートを実施した。

②②動動画画視視聴聴やや掲掲示示物物（（知知識識ややススキキルルのの習習得得））

アンケート結果や身につけてもらいたい知識、東中生の健康に関

して気をつけていることや工夫していることなどのインタビュー

動画を撮影し、お昼の放送で流した。

③③健健康康検検定定（（知知識識のの定定着着、、確確認認））

動画や掲示物から、１０問問題を出題し、健康検定を実施した。

８問以上を合格とし、合格すると生徒手帳にスタンプを押してもら

える。

④④健健康康ママススタターー認認定定証証（（３３つつとともも合合格格ししたた生生徒徒へへ））

食事編、コロナ・熱中症予防編、睡眠編の３つの健康検定に合格

した生徒には、「健康マスター認定証」を渡した。
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前期保健委員会の取り組みとして、食事 ６月 、熱

中症・コロナ予防 ７月 、睡眠 ９月 の基本的な生活

習慣の見直しと改善を図るため、「生活習慣チェンジプ

ロジェクト」を実施した。取り組みについて表４、図

４に示す。

図４ 健康検定の一部（生徒タブレットで作成）

② 校区学校保健委員会「元気な心・体でいるために～

メディアと上手に付き合おう～」

７月に、校区学校保健委員会において、メディア機

器の使い過ぎによる心身への影響について、名古屋学

芸大学教授 森英子先生にご講演いただいた。参加生徒

は保健委員の一部だったため、代表生徒が会の内容を

ビデオ放送で全校生徒に向けて報告した。また、

で講演内容を期間限定で配信し、参加できな

かった生徒や保護者にも見られるようにした。ここま

での取り組みは、生徒にとっては、受け身の学習活動

となっていたため、生徒自身が自分事としてメディア

との付き合い方を考える必要性があると考えた。

③ 学級活動「考えよう！スマホとのベストディスタンス」

９月から 月にかけて、学級活動において、学級担

任と協力して、スマホとの付き合い方について考える

授業を実施した 図５ 。スマホとの距離をとることの

大切さに気づき、スマホとの付き合い方を自分なりに

考えることをねらいとした。まず、スマホの特徴や問

題点に気づくことで、「スマホを上手に使うにはどうす

ればよいか」という学習課題を把握した。そして、「脳

過労チェック」を行ったり、科学的根拠に基づいた「脳

過労」についての資料を養護教諭が提示したりするこ

とで、自分事として、スマホとの付き合い方を考える

必要性に気づくことができるようにした。その後、ク

ラゲチャートを活用し、「スマホを使いすぎないように

するための方法」について意見を出し合い、思考を見

える化することで、スマホとの距離をとることの大切

さに気づくことができると考えた。

図５ 養護教諭と担任による学級活動の授業風景

④ 生徒保健委員会「 ’ メディアコントロール」

後期生徒保健委員会の取り組みとして、生徒が実生

活の中でのメディア機器との上手な付き合い方につい

て、自分なりの目標を立て、意思決定・行動選択でき

るように、「 ’ メディアコントロール」を実施した。

取り組みの流れを表５に示す。

表５ ’ メディアコントロールの流れ

かかわり合いへのアプローチ

生徒保健委員会活動を通して、生徒同士が関わり合

いながら、楽しく、自分自身や集団の健康意識を高め

ていくことを目指した。例えば、メディアコントロー

ルチェックでは、自分なりの目標を事前に立てる際に、

目標のメディア使用時間が多過ぎないか、方法に無理

がないかなど、保健委員が個人的に声を掛け、一緒に

考えた 図６ 。また、インタビュー動画などの作成に

あたり、保健委員でない生徒も協力してもらうことで、

全校に健康情報を発信した。

図６ メディアコントロールチェックカード（生徒作成）

こころとからだへのアプローチ

① ハッピーメッセージ

校舎に入ってすぐの広場に、励ましや応援メッセー

ジなどを書いたホワイトボードを設置した（図７）。ハ

ッピーメッセージのねらいは、登校した生徒が少しで

も「幸せ（ハッピー）」で前向きな気持ちになれるよう

にすることと、普段あまり関われない生徒へも養護教

諭を身近な存在に感じてもらえるようにすることであ

る。学校行事や生徒の実態に合わせてメッセージを考

え、内容を毎週変更した。「あの言葉よかったな」「今

回の穴埋め難しかったよ」などと生徒と話す機会が増

えたり、学級担任が朝の会で話題にしてくれたりなど、

間接的な保健指導にもつながった。

学級活動の「スマホとのベストディスタンス」の流れから、メデ

ィアコントロールをするために２点取り組んだ。

①①メメデディィアアココンントトロローールルチチェェッックク週週間間（（自自分分のの生生活活をを見見直直しし、、改改善善

すするる））

生徒一人一人が自分なりのメディアコントロール目標（メディア

使用時間）や目標を達成するための方法などを考え、テスト前や冬

休み明けの３日間に、カードにチェックをした。

②②「「目目指指せせ！！メメデディィアアココンントトロローールルのの達達人人」」

メディアコントロールができるように、「デジタルデトックス」の

効果や方法についての動画や、東中生のメディア以外の過ごし方の

インタビュー動画をお昼の放送で流した。

① 腹式呼吸指導「全集中！腹式呼吸を極めるべし！」

現任校では、入学してすぐに、中学校生活について

学ぶオリエンテーションを実施している。そこで、困

った時や苦しい時の居場所の一つとして保健室もある

ことを伝えるとともに、不安や緊張を和らげるための

腹式呼吸の仕方を指導する機会を設けた。深く呼吸を

することの大切さを知るために、呼吸に関わる３択ク

イズを行うなど楽しく学べるように工夫した。その後、

実際に腹式呼吸の体験をすると、お腹に手を当てて集

中して取り組む姿が見られた。体験後、「ゆっくり呼吸

することで落ち着いた」と感じた生徒もいれば、「意識

しすぎて疲れた、難しかった」と感じた生徒もいたた

め、継続することで効果を感じたり、意識せずに自然

とできるようになったりすることを伝えた。オリエン

テーション後、校内ですれ違うと「腹式呼吸を続けて

いるよ」と生徒から話しかけてくれたり、その後に行

うストレス対処の授業では、「気持ちを落ち着かせる時

には腹式呼吸をする」という意見が出たり、「部活の試

合の前などで緊張するときには腹式呼吸を心掛けてい

る」とほっとタイムの時に教えてくれたりした。短い

時間だが、養護教諭が生徒と直接関わる機会を設け、

実際に体験したことで、生徒の記憶に残るものとなっ

た。その後は、ハッピーメッセージや保健だよりなど

を活用し、腹式呼吸は心の健康を保つために必要なス

キルだという事を繰り返し啓発した。

② 保健体育科（保健分野）「心身の発達と心の健康」

６月から７月にかけて、保健体育科（保健分野）に

おける「心身の発達と心の健康」全４時間の単元を養

護教諭が行った。授業の内容を表３に示す。

表３ 第１学年 保健体育科（保健分野）授業
単単元元名名 心心身身のの発発達達とと心心のの健健康康－－欲欲求求ややスストトレレススのの対対処処とと心心のの健健康康－－

授業を通して、「ストレスや困難などの課題に対し

て、自分でうまく対処できる力を身につけること」で、

精神的なウェルビーイングの実現を目指した。第１時

には、心のはたらきについて知り、「心をより成長させ

ていくためにはどうしたらよいか」を考え、第２時、

３時には、欲求やストレスについて、実体験から振り

返り、「欲求やストレスと上手に付き合うためにはどう

したらよいか」を考えた。第４時には、自分なりのス

トレス対処についてレポートにまとめ、紹介し合った。

完成したレポートは、一人一人の「自分なりのストレ

ス対処法」を共有できるように、教室内に掲示した。

また、授業の内容と生徒の振り返りの一部を１年生の

教室の廊下に掲示することで、前時までの授業を振り

返ることができるようにした。

③ 実態把握とアセスメント「学校楽しぃーと」

生徒の学校適応感やいじめについての実態を把握

するために、鹿児島県総合教育センターが作成した「学

校楽しぃーと」の質問紙を活用した。「学校楽しぃーと」

からは、「友達との関係」「教師との関係」「学習意欲」

「自己肯定感」「心身の状態」「学級集団における適応

感」の６つの観点から生徒の学校適応感を捉えること

ができる ）。身体的、精神的、社会的側面から生徒の

実態を総合的に捉えることができること、生徒自身が

どのように変化したか視覚的に見つめることができる

ことを利点と捉え、研究に取り入れることにした。ま

た、アンケート結果から見えてくる生徒の学校適応感

をアセスメントすることで、より生徒のニーズに合っ

た支援を行うことができると考えた。実施回数は２回

で、学校生活に慣れてきた頃の６月上旬と、ほっとタ

イム後の 月上旬に実施した。

④ 計画的に行う健康相談「ほっとタイム」

生徒の心身の健康課題に寄り添い、支援するため、

計画的に健康相談「ほっとタイム」を行った。夏休み

明けの９月から 月にかけて、朝の読書の時間（ 分

間）と帰りのドリルの時間（ 分間）を活用し、一人

につき約５分間、１年生全生徒に実施した。実施にあ

たっては、生徒自身が困っていること、相談したいこ

と、１学期の保健の授業の振り返りについて、「学校楽

しぃーと」から把握した結果をもとに話を聴いた。ほ

っとタイムでは、自分から悩みや不安について話をす

る生徒もいれば、「学校楽しぃーと」の結果を糸口に自

分の事を話してくれる生徒もいた。どの生徒も、でき

ていないことだけでなく、良いところに焦点を当てる

ことで、前向きにほっとタイムを終えられるようにし

た。その後、ほっとタイムでの健康相談は 名の生徒

が継続してつながっている。

からだへのアプローチ

① 生徒保健委員会「生活習慣チェンジプロジェクト」

表４ 生活習慣チェンジプロジェクトの流れ

学習課題（時間）

「「心心ににははどどののよよううななははたたららききががああるるののだだろろううかか」」（（１１時時間間））

・心のはたらきには、知能機能、情意機能、社会性などが含まれている

こと、大脳のはたらきが関わっていることを知った生徒は、心がこれ

までの生活経験や学習などを通して成長してきたことに気づく。

「「欲欲求求ややスストトレレススににははどどののよよううななももののががああるるののだだろろううかか」」（（２２時時間間））

・実体験に基づくストレスの感じ方やその対処法を話し合うことで、

ストレスの捉え方は人それぞれ違うことを学んだ生徒は、自分なり

のストレス対処方法をもつことが大切だということに気づく。

「「スストトレレスス対対処処ににつついいてて紹紹介介ししよようう」」（（１１時時間間））

・様々なストレス対処法について科学的根拠を踏まえて知った生徒は、

ストレス場面や内容に応じてストレス対処を試してみたいと考える。

・単元の追究を振り返り、心が健康であり続けるために、自分なりのス

トレス対処を実践していきたいと考える。 ①①アアンンケケーートト（（実実態態把把握握））

を活用して、アンケートを実施した。

②②動動画画視視聴聴やや掲掲示示物物（（知知識識ややススキキルルのの習習得得））

アンケート結果や身につけてもらいたい知識、東中生の健康に関

して気をつけていることや工夫していることなどのインタビュー

動画を撮影し、お昼の放送で流した。

③③健健康康検検定定（（知知識識のの定定着着、、確確認認））

動画や掲示物から、１０問問題を出題し、健康検定を実施した。

８問以上を合格とし、合格すると生徒手帳にスタンプを押してもら

える。

④④健健康康ママススタターー認認定定証証（（３３つつとともも合合格格ししたた生生徒徒へへ））

食事編、コロナ・熱中症予防編、睡眠編の３つの健康検定に合格

した生徒には、「健康マスター認定証」を渡した。
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の途中に、初めての定期テストを経験したことが大き

く関わっていると考えられる。また、授業を通して、

自他のストレッサーやストレス反応と向き合うことで、

自分のストレスに気づくことができたのではないかと

考えられる。山中・冨永 は、「心身のストレス反

応に気づかなければ予防の必要性も認識されにくい」

ことから、「心身のストレス反応に気づくようになるこ

とが重要である」 と述べている。つまり、ストレス

を感じる生徒が増えたことは、自分のストレスやスト

レス反応に気づくことができるようになったとも捉え

られ、今後大きなストレスや困難を経験した時に、自

分なりに対処（セルフマネジメント）することにつな

がると考える。

また、自分なりのストレス対処法をもつことの大切

さを知り、紹介し合う授業を通して、ストレス対処の

選択肢が広がった生徒が増えた。伊藤 は、「レパ

ートリーが豊富であるほど、また、レパートリーのな

かから状況に合わせて柔軟にコーピングを選択できる

ほど、ストレス反応を予防できることが、いくつかの

実証研究から明らかにされている」 と述べている。

ストレス対処の選択肢が増えたことで、今後ストレス

を感じた際に、状況に合わせたストレス対処ができる

自信となり、「困難を乗り越えることができる」生徒の

増加につながったのではないかと考えられる。

② 「学校楽しぃーと」の結果

１回目 ６月 と２回目 月 の「学校楽しぃーと」

への回答に変化があったかどうかについて、結果を表

７に示した。集計には、結果を に入力し、

分析には を使用し、ｔ検定

を行った。「学習意欲」について、有意水準 ％未満

で負の変化が見られた ）。また、「教師との関

係」「自己肯定感」「学級集団における適応感」につい

て、有意水準５％未満で負の変化が見られた

。「心身の状態」について

は、有意な変化はなく ）、「友達との関係」は

有意ではないが負の方向に変化が見られた ）。

これらの結果から、観点ごとに考察する。

「教師との関係」について、本田ら は、「中学

校１年生は入学後間もない６月頃に比べ、 月ごろに

なると教師に対するイメージが変化する」「中学生は、

自我の目覚めや性意識の発達などから、小学生におけ

るそれまでの教師への安定した態度、絶対視が変化し、

批判的態度も芽生える時期であり、教師との関係が変

化する時期である」 と述べている。このことから、

個人差はあるが、思春期特有の心の動きから、「教師と

の関係」をネガティブに捉える生徒も増えたと考える。

「学習意欲」について、柏木ら は、小学５ ６

年生と中学１ ２年生の学習意欲に関する調査におい

て、中学生の方が小学生より学習意欲が低いことを示

唆しており、「中学生の方が高校受験を控えているため

か、学習が目の前のテストや成績に直結し、学習に対

する諦めや学習する行為への意味付けの難しさが見受

けられた点も一因だろう」 ）と述べている。このこと

からも、定期テストを経験していない６月と、テスト

を経験し、成績も出ている 月では変化が見られた

と考えられる。また、テストの結果が思うようにいか

なかったり、授業についていけず「勉強しても仕方が

ない」と諦めの気持ちが出てきたりすることで、学習

への意味づけがわからなくなり、自主的に学習への意

欲がわきにくくなってきているからではないかと考え

られる。

また、「自己肯定感」について、加藤ら は、中

学１年１学期から中学２年２学期にかけて自尊感情は

低下することを示唆しており、「思春期における自尊感

情の低下は、批判的思考態度の獲得といったこの時期

表７ 「学校楽しぃーと」６月と 月の変化

６月 月
平均  平均 ｔ値 有意確率（両側）

友達との関係
教師との関係
学習意欲 ＜
自己肯定感
心身の状態
学級集団における適応感

表６ 心のアンケート授業前と授業後の変化人
授業前 授業後

ストレスを とても感じる
感じる 感じる

あまり感じない
全く感じない

ストレス対 たくさんある
処法がある ある

あまりない
全くない

困難を乗り とても思う
越えること 思う
ができる あまり思わない

全く思わない

図７ ハッピーメッセージの例

② 保健だより、掲示物

保健だよりや保健室前の掲示板のねらいは、生徒が

健康について興味関心をもち、自分の生活を振り返り

ながら、自分に必要な健康情報を選択し、行動に結び

つけていくことである。谷垣 は、「ヘルスリテラ

シーに対して正の影響を与える掲示物の要素として、

健康実態に即しており、読み手が有益だと感じる情報

や知識が盛り込まれていることや、身近な情報との関

連であること」と述べている ）。生徒の健康行動の選

択につながるように、毎月発行する保健だよりは、健

康情報だけではなく、学校で取り組んでいる保健活動

の様子や成果等についても載せるようにしている（図

８）。また、授業の内容や様子を振り返ったり、保健委

員会の活動の内容に合わせて健康情報を知らせたりで

きるように、保健室前掲示を工夫している。

２．二次的支援

二次的支援の対象生徒である不登校傾向生徒につい

ては、本年度は該当生徒がいなかった（表２）。配慮を

要する生徒への具体的支援としては、「ほっとタイムの

継続」「保健室来室時の健康相談」において実施した。

ほっとタイムの継続生徒

生徒一人一人と実施した「ほっとタイム」から、継

続して希望する生徒 名に対し、「ほっとタイムカー

ド（予約表）」を渡した。朝や帰りに前回より長い時間

ほっとタイムの時間を設けた。その後も、１～２ヶ月

に一度実施している。

保健室来室の際の健康相談

保健室に来室する生徒に対しては、その生徒の背景

に何があったかを考えながら問診していく。生活習慣

の乱れにより、体調不良になっている生徒には、原因

について追究することもあれば、そのままゆっくり休

養させることもある。表情が暗く、元気のない生徒に

は、たわいのない会話から「何かあった？」と尋ね、

悩みや不安について聴いたり、改善策を一緒に考えた

りすることもある。基本的には、「困っている」のに困

っていると言えなかったり、自分の気持ちを上手く表

現できなかったりする生徒が多い。からだへのアプロ

ーチからこころへのアプローチ、時にはかかわり合い

へのアプローチを施していく。

３．三次的支援

三次的支援の

対象生徒への対

応としては、本

人の気持ちを大

事にしながら傾

聴し、信頼関係

を築くことから

始めた。「自分なりの意思決定」ができるように、自分

について見つめたり、社会的自立に向けて将来につい

て考えたりすることを支援していく。そのために、養

護教諭は専門性を活かし、コーディネーター的役割を

果たしていくことが重要である。コーディネートの例

を図９に示す。生徒や保護者にとって、どのようにつ

ながり合えば、最善の支援ができるかを考え、ニーズ

に合わせてコーディネートしていく。さらに、必要に

応じて関係機関等につなげていくことも必要であると

考える。何より、関係職員がこまめに情報を共有し、

支援策を考えていくことで、関係を絶やすことなく、

一歩一歩前進することができるように心がけている。

Ⅴ 結果及び考察

１．一次的支援

精神的ウェルビーイングの実現

① 保健体育科（保健分野）「心身の発達と心の健康」

保健の授業の前後に、「心のアンケート」を４件法に

より実施した結果の一部を表６に示した。集計には、

結果を に入力し、分析には

を使用し、χ 検定（ 法）を行

った。倫理的配慮として、各アンケートの実施に当た

っては、各担任から成績には一切影響しないこと、研

究目的以外には使用しないことを生徒に口頭で説明し、

を活用して実施した。

「ストレスを感じるか」の項目では、授業後は授業

前より「とても感じる」「感じる」が有意に高くなった

）。また、「自分なりのストレス対処法がある

か」の項目では、授業後は授業前より「たくさんある」

「ある」が有意に高くなった ）。さらに、「困

難を乗り越えることができると思うか」の項目では、

統計的には有意ではないが、授業後は授業前より「と

ても思う」「思う」について増加がみられた。（ ）。

授業後にストレスを感じる生徒が増えたのは、単元

図９ コーディネートの例

図８ 保健だよりの一部
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の途中に、初めての定期テストを経験したことが大き

く関わっていると考えられる。また、授業を通して、

自他のストレッサーやストレス反応と向き合うことで、

自分のストレスに気づくことができたのではないかと

考えられる。山中・冨永 は、「心身のストレス反

応に気づかなければ予防の必要性も認識されにくい」

ことから、「心身のストレス反応に気づくようになるこ

とが重要である」 と述べている。つまり、ストレス

を感じる生徒が増えたことは、自分のストレスやスト

レス反応に気づくことができるようになったとも捉え

られ、今後大きなストレスや困難を経験した時に、自

分なりに対処（セルフマネジメント）することにつな

がると考える。

また、自分なりのストレス対処法をもつことの大切

さを知り、紹介し合う授業を通して、ストレス対処の

選択肢が広がった生徒が増えた。伊藤 は、「レパ

ートリーが豊富であるほど、また、レパートリーのな

かから状況に合わせて柔軟にコーピングを選択できる

ほど、ストレス反応を予防できることが、いくつかの

実証研究から明らかにされている」 と述べている。

ストレス対処の選択肢が増えたことで、今後ストレス

を感じた際に、状況に合わせたストレス対処ができる

自信となり、「困難を乗り越えることができる」生徒の

増加につながったのではないかと考えられる。

② 「学校楽しぃーと」の結果

１回目 ６月 と２回目 月 の「学校楽しぃーと」

への回答に変化があったかどうかについて、結果を表

７に示した。集計には、結果を に入力し、

分析には を使用し、ｔ検定

を行った。「学習意欲」について、有意水準 ％未満

で負の変化が見られた ）。また、「教師との関

係」「自己肯定感」「学級集団における適応感」につい

て、有意水準５％未満で負の変化が見られた

。「心身の状態」について

は、有意な変化はなく ）、「友達との関係」は

有意ではないが負の方向に変化が見られた ）。

これらの結果から、観点ごとに考察する。

「教師との関係」について、本田ら は、「中学

校１年生は入学後間もない６月頃に比べ、 月ごろに

なると教師に対するイメージが変化する」「中学生は、

自我の目覚めや性意識の発達などから、小学生におけ

るそれまでの教師への安定した態度、絶対視が変化し、

批判的態度も芽生える時期であり、教師との関係が変

化する時期である」 と述べている。このことから、

個人差はあるが、思春期特有の心の動きから、「教師と

の関係」をネガティブに捉える生徒も増えたと考える。

「学習意欲」について、柏木ら は、小学５ ６

年生と中学１ ２年生の学習意欲に関する調査におい

て、中学生の方が小学生より学習意欲が低いことを示

唆しており、「中学生の方が高校受験を控えているため

か、学習が目の前のテストや成績に直結し、学習に対

する諦めや学習する行為への意味付けの難しさが見受

けられた点も一因だろう」 ）と述べている。このこと

からも、定期テストを経験していない６月と、テスト

を経験し、成績も出ている 月では変化が見られた

と考えられる。また、テストの結果が思うようにいか

なかったり、授業についていけず「勉強しても仕方が

ない」と諦めの気持ちが出てきたりすることで、学習

への意味づけがわからなくなり、自主的に学習への意

欲がわきにくくなってきているからではないかと考え

られる。

また、「自己肯定感」について、加藤ら は、中

学１年１学期から中学２年２学期にかけて自尊感情は

低下することを示唆しており、「思春期における自尊感

情の低下は、批判的思考態度の獲得といったこの時期

表７ 「学校楽しぃーと」６月と 月の変化

６月 月
平均  平均 ｔ値 有意確率（両側）

友達との関係
教師との関係
学習意欲 ＜
自己肯定感
心身の状態
学級集団における適応感

表６ 心のアンケート授業前と授業後の変化人
授業前 授業後

ストレスを とても感じる
感じる 感じる

あまり感じない
全く感じない

ストレス対 たくさんある
処法がある ある

あまりない
全くない

困難を乗り とても思う
越えること 思う
ができる あまり思わない

全く思わない

図７ ハッピーメッセージの例

② 保健だより、掲示物

保健だよりや保健室前の掲示板のねらいは、生徒が

健康について興味関心をもち、自分の生活を振り返り

ながら、自分に必要な健康情報を選択し、行動に結び

つけていくことである。谷垣 は、「ヘルスリテラ

シーに対して正の影響を与える掲示物の要素として、

健康実態に即しており、読み手が有益だと感じる情報

や知識が盛り込まれていることや、身近な情報との関

連であること」と述べている ）。生徒の健康行動の選

択につながるように、毎月発行する保健だよりは、健

康情報だけではなく、学校で取り組んでいる保健活動

の様子や成果等についても載せるようにしている（図

８）。また、授業の内容や様子を振り返ったり、保健委

員会の活動の内容に合わせて健康情報を知らせたりで

きるように、保健室前掲示を工夫している。

２．二次的支援

二次的支援の対象生徒である不登校傾向生徒につい

ては、本年度は該当生徒がいなかった（表２）。配慮を

要する生徒への具体的支援としては、「ほっとタイムの

継続」「保健室来室時の健康相談」において実施した。

ほっとタイムの継続生徒

生徒一人一人と実施した「ほっとタイム」から、継

続して希望する生徒 名に対し、「ほっとタイムカー

ド（予約表）」を渡した。朝や帰りに前回より長い時間

ほっとタイムの時間を設けた。その後も、１～２ヶ月

に一度実施している。

保健室来室の際の健康相談

保健室に来室する生徒に対しては、その生徒の背景

に何があったかを考えながら問診していく。生活習慣

の乱れにより、体調不良になっている生徒には、原因

について追究することもあれば、そのままゆっくり休

養させることもある。表情が暗く、元気のない生徒に

は、たわいのない会話から「何かあった？」と尋ね、

悩みや不安について聴いたり、改善策を一緒に考えた

りすることもある。基本的には、「困っている」のに困

っていると言えなかったり、自分の気持ちを上手く表

現できなかったりする生徒が多い。からだへのアプロ

ーチからこころへのアプローチ、時にはかかわり合い

へのアプローチを施していく。

３．三次的支援

三次的支援の

対象生徒への対

応としては、本

人の気持ちを大

事にしながら傾

聴し、信頼関係

を築くことから

始めた。「自分なりの意思決定」ができるように、自分

について見つめたり、社会的自立に向けて将来につい

て考えたりすることを支援していく。そのために、養

護教諭は専門性を活かし、コーディネーター的役割を

果たしていくことが重要である。コーディネートの例

を図９に示す。生徒や保護者にとって、どのようにつ

ながり合えば、最善の支援ができるかを考え、ニーズ

に合わせてコーディネートしていく。さらに、必要に

応じて関係機関等につなげていくことも必要であると

考える。何より、関係職員がこまめに情報を共有し、

支援策を考えていくことで、関係を絶やすことなく、

一歩一歩前進することができるように心がけている。

Ⅴ 結果及び考察

１．一次的支援

精神的ウェルビーイングの実現

① 保健体育科（保健分野）「心身の発達と心の健康」

保健の授業の前後に、「心のアンケート」を４件法に

より実施した結果の一部を表６に示した。集計には、

結果を に入力し、分析には

を使用し、χ 検定（ 法）を行

った。倫理的配慮として、各アンケートの実施に当た

っては、各担任から成績には一切影響しないこと、研

究目的以外には使用しないことを生徒に口頭で説明し、

を活用して実施した。

「ストレスを感じるか」の項目では、授業後は授業

前より「とても感じる」「感じる」が有意に高くなった

）。また、「自分なりのストレス対処法がある

か」の項目では、授業後は授業前より「たくさんある」

「ある」が有意に高くなった ）。さらに、「困

難を乗り越えることができると思うか」の項目では、

統計的には有意ではないが、授業後は授業前より「と

ても思う」「思う」について増加がみられた。（ ）。

授業後にストレスを感じる生徒が増えたのは、単元

図９ コーディネートの例

図８ 保健だよりの一部
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使用時間を２時間にするために、２時間経ったら別の

部屋に置く」というように、具体的に目標が書けてい

る生徒は ％だった。具体的に目標を考えることがで

きた生徒の方が目標を達成できていた日数が多かった

ことから、２回目に実施した際は、「メディアコントロ

ールチェックカード」の目標の部分を「目標メディア

使用時間」と「自分なりのメディアコントロール方法」

を書くように工夫した。１回目と２回目の達成できた

日数の割合を図 に示した。

３日間目標を達成できた割合は、１回目より２回目

の方が低くなった。振り返りには、「テスト週間じゃな

かったら、もっとメディア使用時間は多かったと思う」

と書かれていたように、１回目はテスト週間に、２回

目は冬休み明けに実施したため差が見られたと考えら

れる。しかし、「２回目は具体的にメディアコントロー

ル方法を考えたので、やってみようという気持ちにな

った」と振り返りにも書かれていたように、メディア

使用時間の目標に向けて、具体的にどのように行動す

ればよいかを考えたことで、メディアコントロールを

しようとする意識が高まったと考える。また、「暇があ

るとついスマホを使ってしまうので、近くに置かない

ようにしたり、スマホ以外の過ごし方を見つけたりし

ていきたい」と書かれていたことから、学級活動で学

んだことや、１回目と２回目の間に流した、保健委員

手作りの「デジタルデトックス」や「メディア以外の

過ごし方インタビュー」の動画の効果があったのでは

ないかと考えられる。さらに、生徒との何気ない会話

や、生徒同士の会話から「メディアコントロール」「デ

ジタルデトックス」「ベストディスタンス」などを耳に

することが多かった。これは、取り組みに連続性があ

ったこと、こまめに放送で呼びかけたり、結果を保健

だよりなどで繰り返し啓発したりしことで、取り組み

が生徒の中でも自然と浸透したと考える。

これらの結果から、一般的な理論である「ヘルスリ

テラシー」の概念を踏まえて考察する。結果からわか

るように生徒は学習したことを理解することはできて

おり、活用しようとする意識は高く、実際に活用する

ために目標に掲げたりすることはできる。しかし、目

標を達成できる生徒もいれば、実際に行動に移せない

生徒もいた。江口 が言うように、「ヘルスリテラ

シーが高いからと言って、それがそのまま健康行動に

つながるかと言えば、必ずしもそうとは限らないのが

現実である」 ）。学級活動や生徒保健委員会活動の実

践において、健康の保持増進への支援をする中で、生

徒の意識は高まっているが、実際にメディア使用時間

の減少に至らなかった。このことから、自分の健康を

保持増進させるための知識やスキルがあり、改善して

いこうとする意欲があったとしても、行動変容に結び

つくかどうかが課題であるといえる。

社会的ウェルビーイングの実現

前期保健委員会活動後の振りかえりとして、全校生

徒と保健委員にアンケート調査を実施した結果を表９

に示した。

保健委員会の活動を通して、「関わり合うきっかけと

なった」と「すごく思う」「思う」と答えた生徒は、半

数だった。しかし、「楽しかった」の項目について「す

ごく思う」「思う」と答えた生徒は、 ％を超えており、

感想には、「ユーモアがあり、興味が湧きやすく楽しく

学ぶことができた」とあり、生徒にとって、保健委員

の働きかけによって、楽しく健康について学ぶ機会と

なったと考える。保健委員の振り返りには、「複数人で

一つのプロジェクトを作り上げたことや、一人一人が

調べてきた知識を『生活習慣チェンジプロジェクト』

を通して共有し、自分たちも含めた全校生徒にその知

識を広めることができたことが素晴らしかったと思う」

「東中生の目に留まる内容も多く、やりがいがあった

な、楽しかったなと感じた」「あまりみんなの前で話す

ことはないけど、保健委員会に入ってからは、みんな

の前で話したり、自分から活動したりすることが増え

た。最初は、間違えたらどうしようと考えていたけど、

今は、普通に話すことができるようになった」「他学年

と話すことがあまりなかったけど、仕事をしていると

自然と話せるようになってきてこういうところもいい

なと感じた」などと書かれており、一人一人がやりが

いをもち、達成感が得られるとともに、以前より成長

を感じることもできていた。また、他学年と関わり合

いながら活動し、全校に広めていくことで、個人の健

康だけでなく、集団の健康の増進を図ることができた

と考える。

図 チェック週間１回目と２回目の達成日数の割合

表９ 前期保健委員会活動の振り返り 人
全全 校校 生生 徒徒 保保健健委委員員

ｎｎ

保健委員会の
活動が楽しか
った

すごく思う
思う
あまり思わない
全く思わない

クラスの子や
先輩後輩と関
わるきっかけ
になった

すごく思う
思う
あまり思わない
全く思わない

の認知的な発達が関係している」「時期によっては、自

尊感情が低下することが定型的な発達パターンを示し

ており、むしろ生涯発達的にみた場合には、認知的発

達の点から、その方が適応的な発達である可能性も考

えられる」 と述べている。つまり、現任校生徒にお

いても、「自己肯定感」の観点において、負の方向へ変

化があったが、自尊感情の低下をネガティブな現象と

捉えるのではなく、ポジティブな発達を遂げていると

捉えることができるのではないかと考える。

松井ら は、学校適応感の高い生徒は自己肯定

感が高いこと を示唆していることから、「自己肯定

感」が負の方向へ行けば、「学校適応感」も負の方向へ

行くと考えられる。

「友達との関係」「心身の状態」の観点において、有

意な変化が見られなかったのは、「ほっとタイム」での

養護教諭との関わりが関係しているのではないかと考

える。もともと「友達との関係」について平均点が高

い生徒が多いため、この観点をウィークポイントとし

て強調して話をしたことが影響しているのではないか

と考えられる。また、「心身の状態」の項目について、

「困っている」と答えた生徒全員に様子を聞くと、全

員が「ずっと悪い状態が続くことはない」「調子が悪い

時はどうすればよいかはわかる」と答えた。また、「入

学してすぐはクラスになじめるか心配で、緊張してい

てお腹が痛くなることが多かったけど、今はなくなっ

た」「頭が痛くなることが多かったけど、ゲーム時間を

減らして早く寝るようになったから最近は調子が良い」

などと話す生徒もいた。また、「落ち込むことがある」

という項目の数値が低かった生徒に、落ち込んだ時は

どうするのかを聞くと、「犬の散歩に行ったりなど、自

分の好きなことをして気分転換したり、誰かに話を聞

いてもらったりしている」などと答えた。保健の授業

での学びが活かされ、自分のストレッサーやストレス

反応と向き合い、対処しようとする意識が感じられた。

「ほっとタイム」で「学校楽しぃーと」をもとに、友

達や健康について話をしたことで、友達との関係や自

分の健康状態を振り返り、今の状態と向き合うことが

できたため、有意な変化には至らなかったのではない

かと考えられる。

身体的ウェルビーイングの実現

① 生徒保健委員会「生活習慣チェンジプロジェクト」

前期保健委員会の活動の振り返りとして、全校生徒

と保健委員にアンケートを実施した結果を表８に示す。

「新しい知識やスキルを身に付けることができた」「生

活を改善していこうと思った」の項目について「すご

く思う」「思う」と答えた生徒は、 ％を超えていた。

また、感想には、保健委員会の様々な活動によって、

「日々の生活の意識が高まった」「自分が知らないこと

を知ることができ、健康検定を行うことで知識を定着

することができた」とあった。このことから、生徒に

とって、保健委員の働きかけは、食事や睡眠、熱中症・

新型コロナ予防等の健康に過ごすための知識やスキル

を身に付けることができたとともに、自分の生活を振

り返り、改善していこうとする意識の向上につながっ

たと考える。

② 学級活動「考えよう！スマホとのベストディスタンス」

学級活動の授業によって、どのような内容が生徒の

学びになったのかを明らかにするために、授業後の振

り返りを にまとめ、分析にテキストマイ

ニングを活用した。テキストマイニングツールとして

ＫＨ の を使用し、結果を共

起ネットワーク図（図 ）に示した。出現頻度として

は、「スマホ」 ）、「使う」 ）、「思う」（ ）が

多く、「脳過労」、「時間」、「脳」についても 回を超

える頻度であった。共起ネットワーク図から、「スマホ」

「脳過労」にならないために、「自分」で「時間」や「ル

ール」を「決める」こと、「ベストディスタンス」を「上

手に」とることが「大切」であることが読み取れ、関

連性が高いと言える。このことから、生徒が「スマホ

との距離をとることの大切さに気づき、スマホとの付

き合い方を自分なりに考える」ことができたと思われ

る。

図 共起ネットワークの一部

③ 生徒保健委員会「 ’ メディアコントロール」

後期生徒保健委員会の取り組んだ「メディアコント

ロールチェック週間」では、生徒一人一人が「自分な

りのメディアコントロール目標」をチェックカードに

記入した。目標の内容として、「スマホの使用時間を２

時間にする」など時間に関することが多く、「スマホの

表８ 前期保健委員会活動の振り返り 人
全全 校校 生生 徒徒 保保健健委委員員

ｎｎ

新しい知識や
スキルを身に
付けることが
できた

すごく思う
思う
あまり思わない
全く思わない

生活を改善し
ていこうと思
った

すごく思う
思う
あまり思わない
全く思わない
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使用時間を２時間にするために、２時間経ったら別の

部屋に置く」というように、具体的に目標が書けてい

る生徒は ％だった。具体的に目標を考えることがで

きた生徒の方が目標を達成できていた日数が多かった

ことから、２回目に実施した際は、「メディアコントロ

ールチェックカード」の目標の部分を「目標メディア

使用時間」と「自分なりのメディアコントロール方法」

を書くように工夫した。１回目と２回目の達成できた

日数の割合を図 に示した。

３日間目標を達成できた割合は、１回目より２回目

の方が低くなった。振り返りには、「テスト週間じゃな

かったら、もっとメディア使用時間は多かったと思う」

と書かれていたように、１回目はテスト週間に、２回

目は冬休み明けに実施したため差が見られたと考えら

れる。しかし、「２回目は具体的にメディアコントロー

ル方法を考えたので、やってみようという気持ちにな

った」と振り返りにも書かれていたように、メディア

使用時間の目標に向けて、具体的にどのように行動す

ればよいかを考えたことで、メディアコントロールを

しようとする意識が高まったと考える。また、「暇があ

るとついスマホを使ってしまうので、近くに置かない

ようにしたり、スマホ以外の過ごし方を見つけたりし

ていきたい」と書かれていたことから、学級活動で学

んだことや、１回目と２回目の間に流した、保健委員

手作りの「デジタルデトックス」や「メディア以外の

過ごし方インタビュー」の動画の効果があったのでは

ないかと考えられる。さらに、生徒との何気ない会話

や、生徒同士の会話から「メディアコントロール」「デ

ジタルデトックス」「ベストディスタンス」などを耳に

することが多かった。これは、取り組みに連続性があ

ったこと、こまめに放送で呼びかけたり、結果を保健

だよりなどで繰り返し啓発したりしことで、取り組み

が生徒の中でも自然と浸透したと考える。

これらの結果から、一般的な理論である「ヘルスリ

テラシー」の概念を踏まえて考察する。結果からわか

るように生徒は学習したことを理解することはできて

おり、活用しようとする意識は高く、実際に活用する

ために目標に掲げたりすることはできる。しかし、目

標を達成できる生徒もいれば、実際に行動に移せない

生徒もいた。江口 が言うように、「ヘルスリテラ

シーが高いからと言って、それがそのまま健康行動に

つながるかと言えば、必ずしもそうとは限らないのが

現実である」 ）。学級活動や生徒保健委員会活動の実

践において、健康の保持増進への支援をする中で、生

徒の意識は高まっているが、実際にメディア使用時間

の減少に至らなかった。このことから、自分の健康を

保持増進させるための知識やスキルがあり、改善して

いこうとする意欲があったとしても、行動変容に結び

つくかどうかが課題であるといえる。

社会的ウェルビーイングの実現

前期保健委員会活動後の振りかえりとして、全校生

徒と保健委員にアンケート調査を実施した結果を表９

に示した。

保健委員会の活動を通して、「関わり合うきっかけと

なった」と「すごく思う」「思う」と答えた生徒は、半

数だった。しかし、「楽しかった」の項目について「す

ごく思う」「思う」と答えた生徒は、 ％を超えており、

感想には、「ユーモアがあり、興味が湧きやすく楽しく

学ぶことができた」とあり、生徒にとって、保健委員

の働きかけによって、楽しく健康について学ぶ機会と

なったと考える。保健委員の振り返りには、「複数人で

一つのプロジェクトを作り上げたことや、一人一人が

調べてきた知識を『生活習慣チェンジプロジェクト』

を通して共有し、自分たちも含めた全校生徒にその知

識を広めることができたことが素晴らしかったと思う」

「東中生の目に留まる内容も多く、やりがいがあった

な、楽しかったなと感じた」「あまりみんなの前で話す

ことはないけど、保健委員会に入ってからは、みんな

の前で話したり、自分から活動したりすることが増え

た。最初は、間違えたらどうしようと考えていたけど、

今は、普通に話すことができるようになった」「他学年

と話すことがあまりなかったけど、仕事をしていると

自然と話せるようになってきてこういうところもいい

なと感じた」などと書かれており、一人一人がやりが

いをもち、達成感が得られるとともに、以前より成長

を感じることもできていた。また、他学年と関わり合

いながら活動し、全校に広めていくことで、個人の健

康だけでなく、集団の健康の増進を図ることができた

と考える。

図 チェック週間１回目と２回目の達成日数の割合

表９ 前期保健委員会活動の振り返り 人
全全 校校 生生 徒徒 保保健健委委員員

ｎｎ

保健委員会の
活動が楽しか
った

すごく思う
思う
あまり思わない
全く思わない

クラスの子や
先輩後輩と関
わるきっかけ
になった

すごく思う
思う
あまり思わない
全く思わない

の認知的な発達が関係している」「時期によっては、自

尊感情が低下することが定型的な発達パターンを示し

ており、むしろ生涯発達的にみた場合には、認知的発

達の点から、その方が適応的な発達である可能性も考

えられる」 と述べている。つまり、現任校生徒にお

いても、「自己肯定感」の観点において、負の方向へ変

化があったが、自尊感情の低下をネガティブな現象と

捉えるのではなく、ポジティブな発達を遂げていると

捉えることができるのではないかと考える。

松井ら は、学校適応感の高い生徒は自己肯定

感が高いこと を示唆していることから、「自己肯定

感」が負の方向へ行けば、「学校適応感」も負の方向へ

行くと考えられる。

「友達との関係」「心身の状態」の観点において、有

意な変化が見られなかったのは、「ほっとタイム」での

養護教諭との関わりが関係しているのではないかと考

える。もともと「友達との関係」について平均点が高

い生徒が多いため、この観点をウィークポイントとし

て強調して話をしたことが影響しているのではないか

と考えられる。また、「心身の状態」の項目について、

「困っている」と答えた生徒全員に様子を聞くと、全

員が「ずっと悪い状態が続くことはない」「調子が悪い

時はどうすればよいかはわかる」と答えた。また、「入

学してすぐはクラスになじめるか心配で、緊張してい

てお腹が痛くなることが多かったけど、今はなくなっ

た」「頭が痛くなることが多かったけど、ゲーム時間を

減らして早く寝るようになったから最近は調子が良い」

などと話す生徒もいた。また、「落ち込むことがある」

という項目の数値が低かった生徒に、落ち込んだ時は

どうするのかを聞くと、「犬の散歩に行ったりなど、自

分の好きなことをして気分転換したり、誰かに話を聞

いてもらったりしている」などと答えた。保健の授業

での学びが活かされ、自分のストレッサーやストレス

反応と向き合い、対処しようとする意識が感じられた。

「ほっとタイム」で「学校楽しぃーと」をもとに、友

達や健康について話をしたことで、友達との関係や自

分の健康状態を振り返り、今の状態と向き合うことが

できたため、有意な変化には至らなかったのではない

かと考えられる。

身体的ウェルビーイングの実現

① 生徒保健委員会「生活習慣チェンジプロジェクト」

前期保健委員会の活動の振り返りとして、全校生徒

と保健委員にアンケートを実施した結果を表８に示す。

「新しい知識やスキルを身に付けることができた」「生

活を改善していこうと思った」の項目について「すご

く思う」「思う」と答えた生徒は、 ％を超えていた。

また、感想には、保健委員会の様々な活動によって、

「日々の生活の意識が高まった」「自分が知らないこと

を知ることができ、健康検定を行うことで知識を定着

することができた」とあった。このことから、生徒に

とって、保健委員の働きかけは、食事や睡眠、熱中症・

新型コロナ予防等の健康に過ごすための知識やスキル

を身に付けることができたとともに、自分の生活を振

り返り、改善していこうとする意識の向上につながっ

たと考える。

② 学級活動「考えよう！スマホとのベストディスタンス」

学級活動の授業によって、どのような内容が生徒の

学びになったのかを明らかにするために、授業後の振

り返りを にまとめ、分析にテキストマイ

ニングを活用した。テキストマイニングツールとして

ＫＨ の を使用し、結果を共

起ネットワーク図（図 ）に示した。出現頻度として

は、「スマホ」 ）、「使う」 ）、「思う」（ ）が

多く、「脳過労」、「時間」、「脳」についても 回を超

える頻度であった。共起ネットワーク図から、「スマホ」

「脳過労」にならないために、「自分」で「時間」や「ル

ール」を「決める」こと、「ベストディスタンス」を「上

手に」とることが「大切」であることが読み取れ、関

連性が高いと言える。このことから、生徒が「スマホ

との距離をとることの大切さに気づき、スマホとの付

き合い方を自分なりに考える」ことができたと思われ

る。

図 共起ネットワークの一部

③ 生徒保健委員会「 ’ メディアコントロール」

後期生徒保健委員会の取り組んだ「メディアコント

ロールチェック週間」では、生徒一人一人が「自分な

りのメディアコントロール目標」をチェックカードに

記入した。目標の内容として、「スマホの使用時間を２

時間にする」など時間に関することが多く、「スマホの

表８ 前期保健委員会活動の振り返り 人
全全 校校 生生 徒徒 保保健健委委員員

ｎｎ

新しい知識や
スキルを身に
付けることが
できた

すごく思う
思う
あまり思わない
全く思わない

生活を改善し
ていこうと思
った

すごく思う
思う
あまり思わない
全く思わない
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「「自自分分のの命命はは自自分分でで守守るる」」ここととががででききるる児児童童のの育育成成
――「「生生命命 いいののちち のの安安全全教教育育」」をを通通じじてて－－

児童生徒発達支援コース 養護教育実践系

長田 雪

ⅠⅠ ははじじめめにに

連携協力校である津島市立の小学校において、約１

年半にわたる教師力向上実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲやボランティ

ア活動において多くの実践をさせていただいた。実践

の中で、継続してよく観察し児童を知ること、毎日の

中での児童の小さな成長に気づく力が重要であること、

学校行事について、教師間の連携協力が必要であると

様々な経験を通して学ぶことができた。

本稿では、こうした多くの経験の中で得られた学び

を基に、「自分の命は自分で守る」ことができる児童の

育成を主題として取り組んだ実践の成果と課題につい

て述べる。

ⅡⅡ 主主題題・・副副題題設設定定のの理理由由

１１．．今今日日的的なな教教育育課課題題かからら

警察庁の調査結果によると、 年に に起因す

る事犯の被害を受けた 歳未満の子どもは 人

と前年からは減少したものの、依然として高い水準で

推移している。 年の調査結果では、被害者は中高

生が 割近であり、利用していた は「 」が

全体の ％を占めた１）と報告されている。

また、 年は世界的に猛威を振るった新型コロナ

ウイルス感染症の影響から、外出の自粛を余儀なくさ

れ、学校の授業もリモートやオンデマンドで実施する

など、人との交流を遮断された環境であった。この新

型コロナウイルス感染症の影響は、実際に児童のイン

ターネット利用時間を増やしたと言える。授業がリモ

ートとなったことで、どの家庭にもインターネット環

境が設備されるようになり、児童の に起因するト

ラブルや事犯が増加している。

年 月 日朝日新聞の記事に、大阪市の小学

６年の女児（ ）が行方不明になり、保護された事件

が掲載された２）。その犯人は を通じて女児に接触

し誘い出したとされる。こうした、子どもが のや

りとりだけで顔も知らない大人と会い、事件に巻き込

まれるケースは後を絶たない。子どもに裸の写真を携

帯やパソコンに送らせる事件や、子どもの性被害や命

を落とす事件等を、どのようにして防げばよいのかを

養護教諭という立場から考えたい。

そうした状況を対して、 年６月に政府の「性犯

罪・性暴力対策強化のための関係府省会議」において、

「性犯罪・性暴力対策の強化の方針」３）が決定された。

性犯罪・性暴力の根絶に向けて、誰もが、性犯罪・

性暴力の加害者にも、被害者にも、傍観者にもならな

いよう、令和２年度から令和４年度までの３年間を、

性犯罪・性暴力対策の「集中強化期間」として、刑事

法の在り方の検討はもとより、被害者支援の充実、加

害者対策、教育・啓発の強化等の実効性ある取組を進

めていくことになった。

２２．．研研究究主主題題・・副副題題ににつついいてて

⑴⑴ 生生命命 いいののちち のの安安全全教教育育ととはは

文部科学省 においても「性犯罪・性暴力対策

の強化の方針を踏まえ、「子供が性暴力の加害者や被害

者、傍観者のいずれにもならないよう、教育・啓発内

容の充実、相談を受ける体制の強化、わいせつ行為を

行った教員等の厳正な処分、社会全体への啓発につい

て、今後取組を強化する」４）と示された。

文部科学省の「生命 いのち の安全教育指導の手引

き」５）では以下のように記されている。

「性犯罪・性暴力対策の強化の方針」の「教育・啓

発活動を通じた社会の意識改革と暴力予防」の一環と

して、子供を性暴力の当事者にしないための「生命（い

のち）の安全教育」を推進する。性犯罪・性暴力を根

絶していくためには、加害者にならない、被害者にな

らない、傍観者にならないための教育と啓発を行って

いくことが必要である。そのためには、子供たちに、

そして、社会に、①生命（いのち）の尊さや素晴らし

さ、②自分を尊重し、大事にすること（被害者になら

ない）、③相手を尊重し、大事にすること（加害者にな

らない）、④ 一人一人が大事な存在であること（傍観

者にならない）というメッセージを、強力に発信し続

けることが重要である。 性暴力の加害者、被害者、傍

観者にさせないため、就学前の教育・保育を含め、学

校等において、地域の人材の協力も得ながら、また、

保護者等の理解を得ながら、「生命（いのち）の安全教

育」を推進する。

⑵⑵ 生生命命 いいののちち のの安安全全教教育育のの必必要要性性

近年の社会情勢からも分かるように、情報化社会は

進化する一方であり、コミュニケーションの手段がイ

ンターネットを利用したオンライン上を中心としたも

のへと変化している。児童の生活の様々な場面におい

ても、インターネット環境が主流であり、最先端技術

の利用が拡大している現状がある。インターネットを

利用するにあたり、保護者と児童との間での約束やフ

ィルタリング等をする必要があるが、保護者や教師な

どの大人がインターネット関連の利用や犯罪に対して

２．二次的支援

ほっとタイム継続生徒の「学校楽しぃーと」による

と、「教師との関係」が６月より 月の方が、平均点

数が高くなった生徒が多かった。文部科学省 は、

学校における自殺予防教育の目標の一つに、「援助希求

的態度の育成」 を示している。問題や悩みを抱えて

自力で解決できない時などに、他者に相談したり援助

を求めたりすることは、生きていく上で必要な能力だ

と考える。生徒にとって「相談すること」はハードル

が高く、「言いたくても言えない」「言う機会がない」

ことが課題であると考える。ほっとタイムや保健室来

室の際の関わりの中で、生徒にとっての援助者に、養

護教諭が選択肢として捉えられ、「相談すること」のハ

ードルが低くなったのではないかと考えられる。

３．三次的支援

養護教諭がコーディネーター役として強みを発揮す

ることで、生徒が自分なりのウェルビーイングを実現

できるように一歩一歩、各々のペースで進んでいくこ

とができている。不登校に対する目標は「社会的に自

立すること」である。文部科学省（ ）が示すよう

に、「一人一人の多様な課題に対応した切れ目のない組

織的な支援」 ができるように、養護教諭は、学校内

外において連携し、コーディネーター役として今後も

支援を続けていくことが重要であると考える。

Ⅵ まとめ

本研究は、身体的・精神的・社会的ウェルビーイン

グの実現を目指して取り組んできた。

身体的・精神的ウェルビーイングの実現としては、

授業前後のアンケート結果や振り返り等から知識やス

キルを身に付けることはできた。また、授業の中で「ス

トレス対処」や「スマホの使い方」などを自分なりに

考えたり、改善していこうとしたりする姿が見られた

ことから、健康力が育ちつつあるのではないかと考え

る。しかし、身体的ウェルビーイングにおいて、実際

に行動変容には至らなかったこと、精神的ウェルビー

イングにおいて、「学校楽しぃーと」の結果による数値

の改善に至らなかったことは、課題であるといえる。

今後も継続して行うとともに、気になる生徒において

は個別で指導していく必要があると考える。

社会的ウェルビーイングの実現としては、生徒保健

委員会活動を通して、関わり合う機会を増やした。保

健委員の生徒にとっては、「関わるきっかけ」となった

が、全校の生徒にとっては、「関わっている」と実感す

るまでには至らなかった。しかし、振り返りやアンケ

ート結果より、みんなで協力し合いながら、楽しく健

康について学ぶことは実感できていたことから、集団

の健康力向上につながり、生徒が主体的に取り組む姿

は、まさにヘルスプロモーションの理念に通じる活動

であるといえる。つまり、社会全体のウェルビーイン

グの実現のために一歩前進したのではないかと考える。

また、「友達に自分の気持ちを言えない」「どのように

話してよいかわからない」などコミュニケーションに

おける課題があるため、今後はソーシャルスキルトレ

ーニングを踏まえた実践の必要性を感じた。

自分なりのウェルビーイングの実現を目指した実

践において、顕著な変化は見られなかったが、表１・

２で示したように、現任校の１年生における不登校、

不登校傾向生徒が少なかったこと、生徒が困った時に、

保健室に相談することが増えたことは何よりの成果だ

と感じている。また、教職員間の情報共有をする機会

が増えたことも、生徒の早期支援につながっている。

今後も養護教諭として、心も体も、人との関わりに

おいてもアプローチしていくことで、自分なりのウェ

ルビーイングの実現を目指していきたい。
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